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浅海定 線調査

安部恒之・矢持進・城久

この調査は、国廊補助ﾘ;業として全M的に行

われている漁海況予報事業の中の浅海定線淵盃

として、内湾の窟栄養化現象と漁場環境の把握

を目的に昭和47年から実施している。

浅海定線‘淵汽測定位悩

調査実施状況

1．調査地点

大阪湾全域20点（図1参照）

2．調査項目

一般項目（水温、塩分愚、透明度、水色、

気象）

特殊項目（溶存酸素、pH、COD、NH.

-N，NO*-N，NO,-N，PO4-P、'FotaI

-p，プランクトン、クロロフィル）

*NH,-N，NO,-N，NOj-N，NO.-I

はろ過水を測定 幽窟

3．調査回数

一般項目……毎月1回

特殊項目……年4回（2，

5，8、11月）

4．測定層

水温
塩分量……0，5、’0，

20，30m

底層

特殊項目……表脚、底屑

5．調査船

船名……はやて(39.97

トン、230馬]）

Jごｸマ

図1浅海定線測定隙
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船 長

機関長

乗組員

……戸口

… … 榊

……奥野

明美

昭彦

政嘉・辻 利幸

調査結果

一般項目測定結果を付表1に、特殊項目測定結果を付表2に、プランクトン検鏡結果を付表3に示す．

また、水温、気温の平年偏差を図2に、塩分の平年陥差および降水匙の変化を図3に示す（水温、塩分

の平年値としては全点、全層平均の月別7年平均値を用いた）。さらに栄養塩等の表底層別平均値の変

化を図4に、2，5，8，11月における栄養塩等の水平分布を図5-(l)～④に示す。
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o平年値は1972～1978年平均

o気温は大阪府気象月報による

図2水温、気温の平年偏差
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ブイロボットによる海況の自動観測

安部 恒 之 ・ 城 久

48年3月、国の補助を受けて大阪湾に設置した海況自励観測ブイによって水温、塩分、I'll，気温の

迎統槻測をおこなっている。この連続観測データを解析することにより船舶による観測では把握できな

い海況変珊の実態をあきらかにし、赤潮発生等水質汚測現独を監視することが可能である。

設置増所

(ブイ間）

大阪府泉佐野市阪南港泉佐m¥1防波堤灯台より真方位290,5Km(N3426'54¥1135

16'09”）水深18m

(基地局）

大阪府泉南郡岬町大阪府水産試験場内

和川

岩陸

ﾉゼ仮犀

ブイ局●

投世場所
ブイ局泉佐野沖防波堤灯台

より典方位290.Sloii
水深18m.泥質

雄地局大阪府泉南郡岬町
大阪府水産試験場言

ケ患

Ｎ
４
川
手
１
１

lロ■9．ロI

0
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頭測項目等

（表I凶………－1m)水撒、塩分、I'll

（底I簡………－17m)水齢、塩分

….……….………………気温

毎正時1日24回観測

システムの概要

このシステムは海上に設磁された観測ブイ局と、陸上においてデータを受信し印字する基地局によき

構成される。

ブイ局は測定器、電子回路、無線電送機器、遜池等を搭戦したアルミ製のブイ本体とで櫛成され、丞

地局からの指令で側測し、データをデジタルパルス符号に変換し、基地局に送侭する。

基地局は、30分、1時間、3時間のいずれかに設置された時間間隔で、ブイ局に観測指令を出し、受

信データを数値変換し、タイプライターで印字する。

これらの操作は、すべてl：l動的に行われるが、手動による任意時の観測も可能である。

観測結果

毎時の観測データから、水温・塩分（表、底胤）、I'll(表屈）の日平均値を求め、その変化を示し

たのが図1(折込み）である。

図1における水捌、塩分、PIIの変動の相互的な関係、またそれらと気象要因、底I側の貧酸素現象と

の関連について各年に共通する一般的な特徴は、すでに昭和51～53年度事業報告、および「海と空」

〔第56巻第2～3号（1980）〕等で述べているので、ここでは省略する。

なお、昭和55年庇に賊入したパーソナルコンピューター（パナファコムC-15E)によって、デー

タのファイル化、時系列解析等を進めているが、その結果については別の機会に報告する予定である。

－19－



気象・海況の定置観渦’

安部恒之・矢持進・城久

この調査はfl畑定時に定世観測点の気象海況を観測することによって、漁海況の現況と変動を把握し、

その予測に役立てようとするものである。なお海況は昭和48年から、気象は昭和50年から自動観測化

している。

観 測点

大阪府泉南am町多奈川谷川2926-1

大阪府水産試験場(N3419'12',E1357'24')

観測項目

気象

海 況

天候、気温、湿度、気圧、日照殿、雨量、風向、風速（瞬間、平均】

水温、塩分(-Im/f)

観測資料の整理方法

データは記録紙上に連続記録されるが、貌取方法としては下記によった。

気温：03，（)9，15，21時の4回とその平均値および1日の雌高値、肢低価

湿度・気圧：09時の価と1日の最高、最低値

雨量・日照愚：1日積算値

風向・風速：瞬間般商風速と皿向、10分間平均の岐商風速と風向、および09，15時の平雌

風速と風向

水温・塩分：09時の値と03，09，15，21時の4回の平均値

観測結果

水温・塩分以外の観測結果を付表－4に、また結果を鍍即したものを災－1に示す。

なお、関西m力多奈川第二火力発電所（出力120万kw)が昭和52年4月から試験操業を開始し、

昭和53年には営業迎転に入ったため、水温データには凪排水の影響があらわれるようになった。このた

め、昭和52年4月以降の水温、塩分観測結果については，!#業報告に掲載していない。しかし、昭和42

年に水産試験場が岬町に移転後、この地点で継続してきた水柵・塩分の定侭観測を中断することは、大

阪湾の海況変動を把握するうえで大きな障宙になるものと思われる。そこで、発電所稼勤後の水温（塩
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米平均気温は1日の平均気温（3時、9時、15時、21時の4回）の月平均値で示されている。
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分）データを継続利剛するために、温排水が水温旋取値に及ぼす影湧について検討した。鮫終的には毎
f19時の水温、塩分の泌収価を定置観測データとし、魁排水の影狸がある鵬合は来印で区別した。昭和

52年4月から昭和56年12月までの納果を付表－5に示す。

温排水の影轡の判定方法

定置水温データに温排水の影馨があらわれた例を図1に示す。昭和56年1月29日から1月30日に

かけての脱妃録であるが、水温は7～10℃の|ﾊlで変動しており､水温のみで温排水のｲj無を判断するこ

とはできない。ところが塩分の変動状況を考懲することによって温排水が及ぼす影唾を把涯することが

可能である。

自然状態ではこの海域の水温と塩分のlmには、季節に特有な規MIJ的な関係がある（大阪水試：岬町沿

ﾊ』の海況と生物－関西電力多奈川第二火力発町所稼動前I調査報告一）。それによると、この海域の

海況は塩分の商い外海系水と塩分の低い湾奥系水との混合によって支配されている。低塩分水は典に潟

湖、冬に低温であるという水柵特性を持っているために、水温と塩分のIHIでは叉は負の相関（典型）、

冬は正の相関（冬型）が強い。また秋は夏型、冬型のいずれかの関係がみられるが、海域的な水温差が

小さいために、塩分の変化に対応する水温変化は小さくなる。

そこで、図1の水温変化を塩分と比較してみろと、全体にはいわゆる冬型の自然的な変動が劇越して

8．

童雲雪雲雪雲雲雪雲重重雲

図1水温・塩分 の 連 続 紀 録

－22－



いるようであるが、7時30分以降の水温変化はやや大きく!'!然的ではないようにみえる。このことは、

T-SダイアグラムでみるとよりIﾘlらかと駈る(1*12)。・印は29n21時から30日7時までの、×

印は7時30分以降のデータである。7時30分以降は10時を除いて脱!!>l的な点群からA温部に離れており、

明らかに異質な水に交代したことがわかる。これが鰹排水であると好えられる。したがって図’の水温

変化のうら290は圃然的な変動によるもので、30日7時30分以降は10時前後を除いて鰹排水の影

膨が加わった変勤とみなすことができる。l刈2のin線からの伽蕊から、この時の柵排水の影甥は般大

1.5℃である。

以上は冬の例であるが、又型と冬型の1:1然的な変動が腿ｲi;するｲ嬢を除いて、韮水的には塩分との対

応関係から水温変化をみれば温排水の影礎の有無をﾘ定することができる。しかし、作、輿采の午後の

データには日射の影甥も入っている可能性があること、T－Sダイアグラム作製の作業it秤も汚睡した

勘合すべてをチェックすることは附難であるため、今回は9時のデータについてのみ検肘を加えた。た

だし、ほとんど肌紀録の変動から目視で判断したため疑わしいものについては米印（影響あり）をつけ

なかった。これは塩分欠測II＃についても同槻である。

水｡

温8

(℃）

32

塩分（ ﾂ御

M2T-Sダイアグラムによる糊排水の識別

－23－
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10

大 阪湾漁場水質監視調査

城久・安部恒之・矢持進

この調査は大阪湾東部海域を定期的に観測することによって流人河川水の動態、赤潮発生状況ならび

に鰯間形成期に庇圃で出現する貧酸素水塊の消長等を把握することを目的としている。

1．敏測海堆と測定点

図lに示す大阪湾東部海域

14点､なお56年8月以降は

岬町沖に1点追加(ST､2'）

してlH5点とした。
川和

阪
大

に
氾
麺
阜
匁
口
酌
テ
ロ
ー
ロ
ー
ー

ー
＠

反ケ鰯
20地151【

■■■■

図1水質監視調盃測定点

水質監視調査定点の位例

2．鯛査回数および測定層

lﾉ]かG12月まで〃月I'llJにl['!l，計11回(2月は欠測）観測した。測定刑は表:JMと庇1門（海底

上1m)の2脚である。
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3．測定項目

水温、蝋分、透lﾘj腿、水色、播存酸衆、海水蛍光航、楠物プランクトンの出現状況

4．鯛査結果

測定結果の排細は付表－6のとおりである。

これらの項目のうち水温、塩分にか》ろ検討は浅海定線測盃、ブイ秤による海況変動解析に含まれ

ること、また赤潮プランクトンの出現郁、発生海域は赤潮発生状況調狂として別攻でとりあげている

ため、ここでは記,fttしない。

庇I削水の黄砿業化は通常調円水温が急激に上昇する5月から進行しはじめ、7月～8月にかけて雌

も発述する。そして海水の鉛『(混合が促進される9月～10月に消滅するのが例年のパターンとなって

いる。この間における庇.M水の催素飽和庇の分布を図2に、東部～湾奥海域の庇1円平均価の経過を図

3に示した。

鹸紫飽和度30％以下の黄雌紫水塊は雌初7月7日に湾奥～東部海域で出現し、その後7月20日、

8月4日、8月18日もほぼ同じ海域でみられ、9月7～8日の観測では消滅したことが確‘魁された。

なかでも湾奥北部海域は7月上｛U~下旬にかけて飽和度10%以下に低下し、無鹸衆水塊が比較的大規

模に発生した。

fl&fil水貧雌紫化の消長を湾奥～東部海域13点の平均値の経過でみると（図3)、7～8月は例年よ

り約10％畷度低いのに対し、9月以降の回復は例年より早くなっていろ。

(1)5/112～13日

SUm回

(2)5月25日
Nj8h9nomvaC‐

図2庇屈水溶存酸然の分布

（1981年、酸素飽和度％）

－25－
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赤潮発生状況調査

矢持進・安部恒之・城久

可能な限り借世するここの淵査は、大阪湾の富栄養化現象の1つである赤潮の発生を早期に把握し、可能

とを目的として、昭和48年度から「赤潮情報交換!l業」の一環として実施している。

掴査 の方法

発生状況を把握するための情報収築は以下の方法により行った。

1．4月から10月まで毎月2回、当場調査船による確認調査。（図1）

2．浅海定線調盃、魚群量調査及び漁場水質監視調査における確認調査（各々征月1回実施）

3．赤潮情報交換蛎業における協力漁協等による通報

型司f己嫉

くアイ、

“

洲 舗舗)“
h″

、烈

図1赤潮パトロール調査定点図

調査結果の概要

．昭和56年の赤潮発生状況の記録は我1．2及び図2のとおりであるが、その概要は次のように喫約で

きる。昭卜,』56年は年間22回の赤潮を確認した。月別には6月に発生頻度が高く、6回の出現を確認し

た。本年は夏期に珪藻の卓越したことが特徴で、この期間の鞭毛糠による赤潮は7月下旬と8月中旬の

－28－



Proroce〃〃"加属によるもの、並びに7月ド旬のⅣり“〃"casci〃〃〃α"sの亦湖だけであった。

8月から10月上旬までの模式的な珪藻赤潮の変遷を図3に示す｡図からわかるように8月には優占プラ

ンクトンの盛衰が稗しい・第1優占プランクトンを列記するとCeram"〃"a－TAaﾉassiosiγα－

Ⅳ〃zschia-T"αﾉassiosira－Sﾙgﾉetonei"αとなる。S々 eﾉetonei"αは、8月の優占度が第

3位～第5位であるが9月以降は殿も優勢なプランクトンとなった。このような多嫌な出現状況を示す

混合赤潮については、発生件数及び期間を定めることが難しく、今回はCerafailinaThalassios〃α

Skeletonet"α各々 を卓越唖とする3件の赤潮として取り扱った。その他、o〃碗α"〃sie〃asp．に

よる赤潮が本湾で初めて肥録されたが、この藻は緑藻かプラシノ藻なのか、現時点では分類学上の所憾

がIﾘlらかではない。

表1昭和56年の赤潮発生状況

Ⅲ 発生確認月［

1月19日～2月10［

3月4［

3月17日～30n

4月13日～191

4月27日～5月3

5月13日～6月8

6月8日～151

6月8［

発生抑血

湾束部海掴

西宮刺

湾東部海瞳

西宮沖を除く湾東淵

鮒 垣

神戸和田岬と泉大計

を結ぶ線以北て

西宮沖を除く海哩

湾東部海哩

神戸和IⅡ岬と泉南『1

を結ぶ線以北の海瞳

（湾奥を除く

1 戸 ;’

優 占H

Sたeletone噸acostatur

T〃hﾉassiosiradecipien

T〃αﾉassiosiγαsp

〃e"γocapsα"iqueIre

S舵ノetone柳αCOSメαｵ”

T〃αノassiosiγαγotul

Sheノetone脚αcostafuf

T力αlassios"αrotuノ，

不明H

Heterocapsα"iquetrc

Cγ”jomonassp

Sﾙeノetone〃lacostatur

Cryptonto"αssp

Heterocapsα"iquetrc

Rhizosoノe〃iadelicat〃ノ

E"cα加〆azoodiacu

Ⅳbc〃〃〃casci〃〃〃α〃‘
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媛大発生海域
面髄(km'

90

10

400

一

一

50

3 0
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N 発生確賜月E

6月811～15

1( 6月23［

11 6月23日～7月71

12 6月29［

li 7月6日～8月10

14 7月22L

1 7月27［

It 8月3側～4I

li 8月1011～9月7i

It 8月10川～181

H 9月70～10月7個

2（ 9ﾉ12‘

2】 10/]191

22 12ﾉ1221

発生海垣

湾東部沿岸海掴

泉南市沿岸海幽

湾東部沿岸海国

泉佐野市＃1

神戸と岬町小島を

結ぶ線以東の海国

淡蹄脇東岸創

湾奥海国

湾奥及び中西部海凶

湾中央部と湾口割

とを除く海国

湾輿域と

泉南沿岸海血

神戸と泉南市を結ぶ

線以北の海鰯

岬町淡輪地先海鰯

湾奥垣

滴奥血

優 占 m

Olisthodiscusノ脚膨〃

O〃加α""s“〃α”

Proroceガオγ凹痢ノries〃〃〃》

O〃sノルodiscusノ〃ノe“

L〃Aodesnti凹加〃α”αb〃．

Tﾙαノassiosirarot〃ノ

Ⅳ〃Zsc肺aseriaハ

Ceγα“〃〃〃αpeノagic

7淵αノassios〃as

S舵ﾉetone耐αcostatui

Meノosiras〃

恥“〃邸casci〃〃〃α〃

Pr0r0ce〃"側加〃〃cα〃

Mesodi〃『凹加r〃6γ如列

TAalassiosirasp

S陸ノetone”αCOSノα“Fj

Ⅳ〃zschiasp

Proroce〃〃“加加ica〃‘

Proγ0Ce〃"脚加"花s〃〃〃】

S舵ノetonemacostal〃〃

L〃ルodesmiui〃〃α”α6〃＆

Thαlassios〃qsp,

Mesodi〃趣加γ〃bγ〃〃

Thα/αssios"αsp,

Rhizosoノg〃iadelicatul

Sﾙeノetone畑acostat脚〃
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雌大発生海域
ma(M)

一

30

39（

70

65（

14(

12(

62（

80（

22（

77’

6（

9（

17



災2昭和56年発生赤潮の総幡

1．赤潮継銃[J散別発生確泌件数

2．月別赤潮発生確泌件数

プランクトン別発生確出件数

ソクトン別発生砿‘蝿件数が多いのは眠合赤潮の鵬現に旭問する。

-31-

発生101Iﾊ1 5II以14 6～ion 11～3Oil 31[I以1 11

発生実｛，キ敵 1( ； 2 22

‘乎溌i務 （ 0 0

i; 2月 3ノ 4/ 5月 6ノ 7児 8月 9ノ 10月 11月 12ノ
１
１

垂
幻
凹

災件置
』

可 3 0 22

恥 プランクトン： 件数

Skeleto"8macosjaﾉ邸m(Gre"．)cﾉe"e

‘ 7弥αノassios〃as』

： Tﾙαノassiosirar“〃/αMe〃肘

Heterocapsα"”"“γa(Aγe"b､)Stein
。

； Cryptoｹ"0"a5St
型

I RhizosoノG〃iadelicat〃ノαC/g〃，

‘ M》c〃/〃casci〃〃〃α"s(Macarj〃ey)EArenb.
“
日
ロ
″
■ O〃sノカodiscusノ耳teusCarIer

！ Proroce〃〃”〃"ies師刀"耐ノ.Sch〃ﾉg'

11 Proroce〃〃“加加iconsEﾙｧe〃6

1 L〃力odesmi脚加〃αrfabileTahα〃，

Mesodini〃"trubγ脚加(Loル耐α〃)Peﾉa

C〃α“回〃〃α，eﾉagica(CIeve)Hende:

MeIosirasp

T〃αﾉαssiosiradecipiens(Gγ"".）ノjrg

6 E"cα加〆αzoodiacusE力〃"6

Ⅳ〃zschiaseriataC彫り‘

Ⅳ〃ご＄c〃αsp

1' O〃”α""sie〃αsp.

21 不明w
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赤潮予察 調皇

オリソディスカスルーテウス

1)赤潮鞭毛藻Olisthodiscusluteusの夜間の分布状況について

矢持進・安部恒之

赤潮硬毛藻Olisthodiscusノ必〃必sの日周鉛I風運動については、先に閉鯛的な大阪溝谷川港に北

いて調従を実施し、Il'l'は我1吋に集積するが夜間はF降運動により庇1円に脳在することを明らかにした

今年度は本甑のこの生態特性を港外で確翌すべ<、貝塚市地先から沖合方向に1線6定点を設け、赤榊

形成時に夜間の分布観測を実施した。なお、O〃sﾒｶodiscusノ"jg"sの大阪海株については、

子､テロシグマ
雄膨γosigma風の一甑に属名と甑名が近い将来変更される可能性が強いことを付記しておく。

隅査の方儲

1981年6月141123時から15日02時にかけて図1に示した測点で淵盃を行った。測定項目と採

水層は表1のとおりである。

／~、、

ノ
邑〆へ

Of

図1調盃地点ﾛ

－37－
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表1測定項目と採水1脚

項 目

水温 ，塩分

NH.-N,N0,+N03-N,PH,溶存鉄

優占種の個体数

0，1，2，3．4，5，6，7，8，10，12，14，

底－0.5m又は底－0.3m

表2咽別の栄養塩と滞存鉄濃皮

層
位

溶存 鉄

(fg/B)
NH,-N

(/*g-at/g)
N0,+NO,-N

(A<g-at/#)
測点

０
１
２
３
卿

５
５
２
２
０

６
３
６
３
５

３
１
１

◆
Ｇ
色
■
■

８
６
９
２
８

１
二
コ
■
■
一
つ
Ｊ
④
一
》
’
一
』
》
万
二
二
■
■
》

◆
■
■
●
◆

５
２
２
０
７

１

A

水深

5．0m

０
２
４
５
６
８
妬

●
●
●
◆
●
争
ｅ

ｌ
３
０
１
１
０
１

４
１
１
１
１
１

１ ４
８
６
８
３
ワ
昭
２

２
６
５
４
６
６
４

５
１

勺
■
■
一
厘
一
）
Ｒ
〕
一
，
一
③
ワ
ロ
○
○
一
ｎ
Ｖ

■
■
●
ｐ
■
■
◆

０
３
３
３
３
３
２

１

く

C

水

10.0

深
、

〈
、
》
の
乙
刈
宅
《
ｈ
）
（
墓
》
ｎ
Ｍ
一
ｍ
一
夕
】
皇
二
４
－

１
１
１

便
Ｊ
Ｒ
》
九
○
、
乙
一
〆
ｏ
ｎ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
《
Ｕ

●
●
■
■
●
●
●
■

２
２
７
４
５
８
０
２

１
１

．
《
⑥
一
“
■
“
国
一
Ｒ
ｕ
⑨
全
も
ロ
且
刊
且
心
乙
〆
、

■
■
■
■
。
●
心
ｂ

８
０
Ｆ
Ｄ
ａ
４
４
６
５
６

１

酉
１
－
１
．
ａ
《
Ｕ
〈
Ⅱ
》
一
《
ろ
△
ｑ
ニ
ー
．
▲

■
●
●
６

■
●
■

２
２
２
２
３
２
５

こ
く
・
一
一
く
一

E

水

15．0

深

、

調査結果

層別の栄養塩と禰存鉄濃度を表2に｡t、0．ノuteus及び珪藻の鉛直断面分布を図2～4に示した。

at(図2)の断面分布からわかるように密度躍層は水深3m付近で発達している。表刷には塩分の低

下によりぴtが18.5以下の水塊が認められる。この水塊は栄養塩濃度が著しく高くNH,-NとNO2+

NQr-Na'-St.Aで各を36．5/ig-at/̂,18.9>ug-at/g,St.Cでは141.5“-at/‘，52．4蝿-aし〃

にも連した。したがって、このとき沿岸域の表届には励所的に栄益塩濃度の,;'5い河川系水が卓越してい

たことがわかる。

－38－



沿岸
A

沖合
F

2.5

（
一
〔
一
厘
）

7．5

、､､､H
藍10

、＃
12.5

為､、､､､‐
二
〉
一
｛

１

.≦、、、、、壷:滝、17.5

図2atの鉛直断Ifll分布(1981.6.14～15,23:00～02:oo)

沖合
F

沿岸
A

25

｜
Ｅ
ｕ

貝
⑫
巧
』
ｎ
Ｕ１

（
Ｅ
）
誰 <10*

･･滝､､､、?
12．5

滝､、､､､_：．
．為、、、、､、、．

悟

Ｆ
齢
一
》１。

17.5

図3Olisthodiscusノuteusの鉛直断面分布(Ce〃亀AB)

今
唖
の
、
錘

細胞密痩＞104

5×103＜細胞畷喚く104

2．5×103<細胎聴度く5×103

10'<細胞密度<2.5×10'

102＜細胞密度<10'

－39－



沖合
F

沿岸
＃ ，１

口

I

2.I

ｌ
餌７

（
Ｅ
）

篭10

12．5

1

15

17.5

図4珪藻の鉛直断面分布(Cells/m,Rhizoso/e〃iadelicat〃ﾉα
E脚cα廓〆αzoodiacus,Sheﾉetonemacostα加加)

<SB>;細胞密度>5×10'
⑩；2．5×10､<細胞密度く5×10
<JI2>;io'<細胞歴度<2.5×10'
③；’0冬く細胞密度く'03

溶存鉄濃度については2．0no/Z以下から10．bug/〃の範囲で分布し、St.Aの下刷水とSt.Cの表

朋水で7.5fita/"以上の商い価が得られた。他方、沖合のSt.Eでは濃度が比較的低く、底)削水で5.1
リゾソレニィアデェリカチュラ

Ug/〃を示したに過ぎない。優占プランクトンについては、o･ﾉuteusとRhizosoﾉeniadelica畑ﾉα，
ユーカンピアズーディアカススケレトネマコステェイタム

Eucα'npiazoodiααts,Skeletonemacasta畑加等の珪藻とに大別できるが、o.ﾉuteusは6月8日、

又珪瀕についても6月1日から継続して湾奥～東部沿岸海域で卓越していたことを確i蝦している。これ

ら優占極の夜lHlにおける分布傾向に関して、珪溌は陸水の影轡が強いSt.AとSt.Cの表噛を除き、沿

岸から沖合までの鎚層以洩でほぼ均一に分布している(2.5×10*cclls/W>｡一方0.〃"恋では､

汀線に最も近いSt.Aの下1脚で5×10'cells/魚8以上の梨欄した個体群が縄められろ。また、細胞数が

25×lO'cells/ntf以上の水塊に着目すると、沿岸の表j例と中下屑に分かれて分布することがわかる。

その他水平的には沿岸で卓越し、沖合で減少する賦向がみられる。このように珪藻鮮築と0．ノuteus個

体群との夜間における分布状況には水平的・鉛I『〔的に明らかな相違が鯉められた。St.AのO.luteus

に注目すれば水深3mと4m卿の細胞数は各々 1.1×lO'ceUs/ai、6.2×lO'cells/i*に速し、それ

以洩は1.6×103～3.7×10'cells/Wであった。この時臨度躍層は水深3～4in胴間に存在したこと

－40－



から(ot:2m～20.22,3m～20.62,4m～22.53,4.7m～23.18)mm体群の一部は剛胴下端ま

で到逓しイリたこと”功､る。これらの紬眼は1”0年6月の泉佐野漁港での郷HI鮎采（昭＃Ⅱ55年庇亦淵ir-

察報衿参照）と部分的に一致していろ。外部形態上、興味深いことは、St.Aの災脚のO.I〃〃必s群

築は総べて球jma胞群であったのに対し、下脚のそれは通輔の栄養細胞の形態を示したことである。水

裡は庇生細胞塊への移行に先立ってまず、球形に細胞形態を変化させることから表1脚で兄られた現象は

底生細胞への移行のn1兆とも考えられるが、室内実験等において培養環境を悪化させると本甑は形態を

球形に変化させること、さらに定鮒期に達した細胞は対数珊航期のそれより掴I'l巡助が不IﾘI腕になるこ

となどから、今[ulの夜Iﾊlに炎脚へ残存した球形細胞群の生態的意味（庇生細胞への移行の為か生馳活性

の低下に起因するのか）についてはもう少し吟味検討した後結錨すべきと拷える。

今川の夜間観測紬果として、①0．ノuteus群典は地先沿附1部で卓越する②珠藻は州刷以洩で一梯に

分布するのに対して0.ノuteus個体群は集中分布し、一部は離屑下端まで移動する。この垂服迦勤は

o・ノuteusが優劣な地先沿岸域で顕著である③夜間に表澗へ残存した0.ノuteusの中で、雌も汀線

に近い地点(St.A)の個体群は総べて体形が球形であった。この表胸群典の外部形態はその時~ド脚に

移動していた栄鋤H胞の形態とは明らかに梱迎していたなどのことが指摘できる。

2）珪藻駆除刑二酸化ケルマニウムCGeO*)が0listhodi…s

luteusのitt殖に及ぼす影響について

矢持進

GeO,は紅藻の室内塙養において熊体に付芯した珪藻を駆除する目的で側Mされるが、これを赤潮磯

毛瀕O〃sノルodiscusノuteusの休眠細胞（底泥中に分布）の発芽・珊航実験に利川しようと騒えた。

本実験は海底泥をIri接、栄愛塩竿補強海水に接棚し、その後のOlisthodiscusの出現の有無から発

芽能ﾉJを解析しようとするものであるが、その際珪藻の繁航によってOlisthodiscusの発芽と珊航

が阻榔される辱の懸念がある。そこで今回、珪猟の生長を抑制するが、O〃sノルodiscusの期航に対

しては影轡がないGeO,濃度について予備的に検討した。

試験方法と結果の擬要

ASP,(N'l,A)に叩じた郁強海水10â に5．25．50及び’00〃円のGeO,を添加した後、行川港より

分離したO〃sノルodiscusノ〃“"sのクローン株を無菌的に接mし、GeO,が無添加のコントロール

との畑"(状況を比雌した。陪従は20士1℃、5000lux,及び12時間・明m:lai-fl川･I晴lりしm階川川を

－41－



与えた条件で行った。GeO,熔液はWestの方法に準じて作成した。収ⅡIは接種後13日目に細胞涜座

をi汁数することによって求めた。この納果は表に示したように5～50̂ g/l0n/(0.5～bmg/e)の

GeO,濃度ではo.ノuteusの増殖に対して阻害効果が鍵められないのに対して、ioougAo*t(10

mg/)では珊殖が抑制された。一般に珪藻各剛の生長抑制には培地le当たり5～10mgのGeO,を

添加するのが適当とされており、蛎爽、底泥を含んだ培地にSmg/tの濃度となるようGeO,を加える

と珪藻の発育が魁められなかった。これらのことから、0.ノuteusの畑航賦には影轡がなく、かつ、

珪藻の生育を抑制できるGeO,濃度として5mg/0が適当であると言える‘

#GeO,の添加がOlisthodiscusノuteusの収fitに及ぼす影潤

GeO,濃度 o〃sj加discusノuteusの収r,t(cells/nt)

コントローノ’ 74073

5"g/lO*/ 87 1 3 8

25ug/l0 89280

50fig/VQM 85051

100ug/lOni 52740

束コントロールは2例平均値、その他は5例平均値
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大阪湾の底泥中に含まれるリンの存在形態と溶出分画

猟 ノ

大阪湾海底泥中に含まれるリンの存在形態と熔出可能分剛を海域特性との関係において検討した。こ

の研究のi洋細については日本水産学会稔49巻3号（1983年）に掲賊されているが、その概要は次の

とおりである。

有機態リン．カルシウム態リンは含有鍬が多く、全リンの主な構成分imであるが海域麓や鉛匝濃度差

は少ない。アルミニウム態リン(A^-P)、鉄態リン(Fe-P)は上側ほど、かつ、瀦奥部ほど濃度が

商く、強熱減逓の畑加に伴なって指数的に漉度が畑加する。

嫌気的条件下で泥から浴出する分面は易禰解性リン、A2－P、Fe-Pの3分画であり、溶出nは泥

rl1の3分画濃度に比例する。溶出分面の大半を占めるÂ -P、Fe-Pが汚染物質の唯枇賦と密接な関

迎を持つことは、閉鎖性海域におけるリンの術環を示唆していろ。

－43－



漁況調査

吉田俊一

大阪湾における資源動向を把握し、資陳の維持・符珊を図ろため、毎月下fﾘに作木、片痢Iffirli，泉佐

野、尾崎、淡輸及び深日の名漁協における漁業極類別の濁業統数と漁盤状況魯淵征し、その結果を府下

沿岸漁協及び関係機関へ通知した。

擬要

漁業Hi熟別、魚Ⅲ別の漁礎量（k9／日・統）は付表-7に示した。

巾滴網：マイワシは5～9月に漁獲され､昨年同様に好調(7,500～136.000k9／日・

統）で、カタクチイワシは8～11月の間に昨年の約3倍が漁猫された。

機械船びき網：イカナゴは2～4月に漁獲され、昨年よりはやや低調で、シラスは5～7月と10

～12月に漁獲され、昨年より低調であった。

石けた網：岸和田では4月にシャコが150k9／11．統、10～11月に小型エビが120~

160k9／日・統、尾崎では9月にシャコが70k9／日・統と多鯉された。

えびこぎ綱：ほぼ昨年と|閲l様の雄過であった。

板びき網：蝉和田ではマアナゴが4月と10月にそれぞれ100k9／｢I・統、アカカマスが9

月に50k9／日・統、クルマエビ・ヨシエビが9月に20k7／11．統、泉佐野では1～4月にシログチ

やコイチが50～1,400k，／日・統､尾崎ではテンジクダイが40kl／11．統、′｣型エビが6月と9月

に60k？／日・統以上、シャコが8月に50k9／日・統と多鯉された。

すすき網：全般に低調で、主対玖のスズキは、’1～'2月でも20k？／日・統と昨年のVx

fR度であった。

囲mm:a変動が激しく、漁況の把握は困碓であるが、概ね順調に経過したものと湾えら

れる。

流刺網：作、秋ともサワラが好調で、作季は30～40k9／11．統、秋季は80k7／11．統

漁礎された。

かれい建網：概ね順調に経過した。

沖遮網：主対象のシログチ及びコウイカとも昨年{‘1様に経過した。

‘した建網：主対象のシダ賊、（イヌノシタ）は昨年（6～7月、5()～llOk9／I」・統）よ

りも低‘淵で、30～‘10k9／日・統であった。

きす建網：概ね昨年1両職に、キスは5～6k9／{I・統（尾崎は12k，／日・統）であった。
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磯処綱:i～3月のメバルやカサゴはfl馴で3～8k'／H･統（昨年10～18k，／日・統〉

であった。

かに辿網：が水で9月に5日間Hi漁したが、昨年I..I微に不糾lであった。

小型定悩綱：概ねn目年と|n|様であるが、8～9月にアジ顔が15～251甥／I:I・統（昨年2～10

k7／日・統）とやや多く漁換された。

あなどはえなわ：3～6月にﾊ』和田で粁業し、昨唯と同様の漁獲をあげた。

かれいはえなわ：3～1月に深日で芯業し、マコガレイを'0k9／11．統漁鯉した。

ひきなわ釣り：タチウオは昨年と同搬に10～11月に30k9／日・統を漁狸した。

一本釣：概ね昨年と同様であったが、11月にサワラ釣りが粁業し、7k?/!l．統を漁猶

したのが注目される。

かご：あなごかご、こうべかご、かしらかご、たこかご、いかかごがri業した。近年は

あなごはえなわは、あなどかごに、たこつぼは、たこかごに変りつつある。なお、かにかごはガザミ不あなどはえなわは、あなどかごに、

漁のため蒲業しなかった。

ぼ：たこつぼのマダコはほぼ昨年並の漁痩を示した。
一
可
一
一
．
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魚類卵稚仔調萱

辻 野 耕 変

大阪湾における魚卵､椎仔魚の出現時期､出現凪､分布域の把蝿を目的に昭和51年度より実施している‘

鯛査方法

調五定点(図1）、調査方法(⑲ネットの災層水平奥、2ノット、7分間）は昨年と同様である。

洲

0

調査結果

1020kin

図1魚顛卵惟 仔 淵 盃 定 膿

1ハ

細盃期間(I旧和56年4月～57年3月）中に出現した魚卵、惟仔魚はそれぞれ33,702粒(13点、

12か月、延べ256曳網、1曳網当り131.6粒）、6,190尾(|..]24.2jd)であった。

虹象、海象、曳綱条件を付我8に、月別、定点別、¥m別採典致を付汲9に示した。また採築数を月

別にまとめ図2に示した。魚卵は5～9月に多く、特に5，7，9月の隔月に多数採築された。4，10

～1月には少なく、2，3月には全く出現しなかった。惟仔魚は、5～8月と1月に多く、7月と1月

にそれぞれ川現のピークを:〃する双岬則を示す。4，9～12，2～3月は少ない。

月別、fI!賦別の魚卵、稚仔魚の出現故を表1に示した。魚卵で雌も多く出現したのはカタクチイワシ

で出現全魚ﾘ'1の72．9％を示した。次いでネズッポ脇（3.6％）、コノシロ（3.0％）、I､カケエソ(l.C

％）、スズキ（0.6％）、イシガレイ（0.4％）、サッパ(0.1%)と噸次少なくなり、この上位7砿によ
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り全体の81．4％通占める。この他に単脂球形魚卵が17.1％、多脂球形魚卵が1.3％で多く、伽者はニ

ロギス、ヒイラギ、タイ顛辱、後打はウシノシタ科零の竹川Ⅲを含んでいると思われるが、一部のもα

を除き、剛の同定には至っていない。

椎仔魚ではイカナゴが蝦も多く全体の26．2％を占める。次いでカタクチイワシ（19.2％）、サッ'、

（17.8％）、コノシロ（17.4％〉、イソギンポ科（3.5％）、アミメハギ（2.5％）、アイナメ・クジノ

（2.0％）、スズキ（1.7％）、クモハゼ科（0.9％）、ネズッポ風（0.7％）と順次少なくなり、この」

位10甑で全休の91.9%を占める。この他に不Iﾘ雌仔が4.5%あった。

採集回数ではカタクチイワシが雌も多く、4～12月のi川に8回、卵または惟仔のいずれかが採果き

れた。次いでネズプポ属（4～11月の間に7回）、イソギンポ科、クモハゼ科（それぞれ6～11月、

5～10月の間に巡統して6回）、カジカ!!Ii目(6～3月のⅢlにeiui)が多い。惟仔魚の出現が瞳も多

かったイカナゴはl～3月の間に巡統3回出現したのみであった。

総採築定点数では、カタクチイワシが股も多く67定点で採果された。次いでイソギンポ科（47定点）、

ネズッポ風(46定点)、コノシロ(34定点)、トカケエソ(30定点)、イカナゴ(29定点）、クモハゼ科、フ

ミメハギ(そｵ1それ2-1定点)､アイナメ･ｸジメ(22定点)､サッパ(18定点)、シロギス(10定点）であった。

月別には、4月ネズッポ属、5～9月カタクチイワシ、10月ネズッポ属、12月スズキ、イ

シガレイ、1～3月はイカナゴがそれぞれ優占郁であった。

。
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表1月別、慨類別の魚卵、椎仔魚の出現費
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表1っづミ
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峯表中の数字は卵数、（)内は惟仔数
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瀬 戸 内 海 漁 業基本調査

林凱夫

この淵盃は、瀬戸内海における漁業生物賢源の動態と漁業による利用状況を把握し、その有効利川を

図ろための資源生物学的資料を柵ることを目的に、水礎庁の委託により昭祁53年度から実施している

ものである。本年も前年庇に引き続き、jA幹漁業である小型底びき網漁業の主喫対象f'l!について、漁換

物魚削組成及び魚体組成の計測を行った。

掴 査方法

阪南町尾崎漁協の小Iw底びき網漁船1聾（6．0トン、15馬力、l人乗り）を選定し、隔月毎に全漁猶

物を採築し、削顛ごとに尼散と和,tの測定を行った。そのうら小卿エビ類については、Ⅷ類ごとに50

尾の性別と体長を、ひらめ・かれい頚については、剛餓ごとに3()尾の全及を計測した。なお定数に満

たないものは全数を測定した。

結 果

調盃結果は、魚甑組成表、体腔組成表として南西海区水産研究所へ綴告したが、漁鯉物魚種組成は次

表のとおりである。

Id崎漁協表小型底びき綱標本船の漁獲物組成表

(6．0トン、15馬力、1人乗）碩最（座
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200カイリ水域内漁業資源総合調査

林凱夫・辻野耕質

200カイリ漁業水域の設定にともない大阪湾における漁業資源を科学的根拠に基づいて評価し、漁業

資源鼠水準、漁磯許容鼠等の推lfに必要な関係資料を盤術することを目的とする。

なお、この‘淵征は、昭和53i¥』度から水咽rの委託により実施しているものである。

1）漁獲状況、漁業資源生物調査

画査経過

標本船調査と生物測定調査に別れており、調盃方法、および報告等の要領は、昭和56年庇200*

ﾘ水域内漁業資源総合調査指針（噸戸内海域）に雁づいた。以下にそれぞれの調査対象と内容を示す‘

①標本船凋盃

漁業甑関 漁＃ 制度区分

ま き 綱 春洲 許可

機船船びきW 春オ 許可

小咽機船底びき1 畠佐； 許可

②生物測定鯛盃

魚ドI 調査池 調盃期|H1

カタクチイワシ 岸和ili 6～11/3

マイワシ 岸和Ⅱ’ 5～l〃1

カタクチシラス 岸和[11 5～12月

ガ ザミ 泉.佐野 6～12月

漁船規校 典航)費

19トン 1絃

5トン 1絃

5～10卜ら 2典

調査区分 ‘淵盃回軸

体長組威 8

箭密測定 8

体長組成 1

fit密剛雌 1

体蛙組成 1‘

鮒密測定

鮒密測定

標本船期冊

5～10/

5～11/

周年

調査内容

態調五

感;）

備考

まき櫛

まき制

機船船びき網

小型底びき網

標本船調盃では、各標本船に漁業日謎の紀桜を依頼して、これを収集、霊恥し、コンピューター集計

するための細um酸へ転‘肥し、南西海区水I斑研究所へ報ftした。・

生物測定調庇では、対象魚剛ごとに、魚体組成表あるいは納浅測定表にして、先と伺概に南西海区水
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産研究所へ報告した

1 身

aufi締果はコンピューターで処理され、以~ドに示す打出し緒果を僻た。

①棟本船調盃

槻本船別、月別に

魚甑別漁り雌1炎

魚甑別漁捜Ill組成炎

漁区別漁狸1K我

漁区別漁拠1t図

漁区別努力欣図

漁区別CPUE#

漁区別CPUE図

漁区別曳網而横当り漁捜且表（庇びき綱のみ）

漁区別曳網fifii獄当り漁痩欺図（〃）

②生物測定淵在

体長度数分布我ならびに体災グラフ

肥測度術数分布表虹らびにクラブ

熟度指散分布糞ならびにグラフ（カタクチイワシ、マイワシのみ）

存椎骨数分布淡ならびにグラフ（カタクチイワシ、カタクチシラスのみ）

体長、体躯表

2）卵稚仔、魚群分布基本調査

調査方法

訓在期間：昭軸56年4月～57年3月
○

捌征定点：洩海定織淵在（1頁）とIli]じ、湾内20定点

採巣方法：⑥”ﾈｯﾄの卿，(曳(海底より災刑まで､ただし､水深50mより深い定点
では50mより表肘まで、曳綱速度1in/sec.)

調盃結果
0

付爽10,11に示した。
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3）いわし巾着網漁業調査

林凱夫

本調査は府下いわし巾着網漁業の操業状況、漁獲物、および漁場を把握するための漁業日誌調査とし

て、昭和45年から実施している。なお、昭和47年から52年までは瀕戸内海漁業）f木淵査、53年以降

は200カイリ水域内漁業資源総合’淵在の一つとして、水産庁より委託されているものである。

国 査方法

岸和田市作木漁協のいわし巾石網漁船1統を標本船として選び、出漁11毎に調盃炎（漁業日誌；昭和

50年度11業側告に示す）の記入を依仙した。なお、標本船はm和45年から55年までは同一漁船で、

56年からは新造船で操業しているが、標本船の漁船規模、l脚成、乗組風数、漁具及び漁労設備等は、

次のとおりである。

1．所属漁協春木漁業協同組合（大阪府園巾蒲網漁業協同組合にも所属）

2 ．漁法2そうまき

3．漁船規模と柵成及び乗組員散（従1i者数）

綱船

隻甥 トン間 燭ノミ 人員 災敵

19.5! G130 16

4．漁典

o網（出来上り）長さ約510in

oワイヤー片船分500m

5．漁労、水場‘没伽

o 網 船 （ 1 蔓に付）

サイドローラー1台

ポールローラー‘1台

ワイヤー巻 き ウ ィ ン ナ 1 台

フ ィ ッ シュポンプ1台

損査結果および考察

手曜 巡擬隠

トン& 蝿力 人貝 隻数 ﾄン数 馬ノ 人f

'味撒 弱 2 7 '味耐

丈約100m

(ill-1,000m)

o手船

魚群探知機2台

o陸ヒ

フィッシュポンプ2台

ベルトコンベアー2台

陸」

人f

調査結果は、炎‘1いわし巾fi綱棟本船の漁縦物組成(IIHfll56年）として本文末にボすとともに、そ

の慨酪は以下に述べるとおりである。
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1．漁期、出漁日放、操業回数

昭和56年の府下いわし巾蒲網漁業は、5月下旬から12月上ｲﾘの期IIS)に操業し、多いIIfで9統(い

づれも19トン邸、130馬力）、少ない時で2統が出漁した。延出漁日数は699日で、これを昨年と

比較すると、1．85傭になる。このうち棟本船は、5月から10月半ばまでm独で出漁し、10月半ば

以降は岸和田市稀木漁協の組合砺業としての共同出漁に参加している。なお、この程木漁協の共同出

漁は、昭和54年から始めたもので、これは盛獅Ⅲには各漁業者(網元>が他県から季節労働者を雁い

入れ、単独で操業し、盛漁期を過ぎた漁捜lltの少ない時iwには、地元漁業従耶者のみで出漁している

ものである｡したがって､標本船としての期|川は､5月下ｲﾘから10月中旬までで､この'川に85日出

漁している。棟木船の月別出漁日数及び休漁の内択等は表1に示すとおりである。

‐

表1いわし巾蒲網標本船の操業状ガ

出漁lﾖ数

10

31 81

公休鷹

21

祭・盆

6

4

10

(I旧和56年

休漁

しけ 不鮒’ その他
伽考

5月20日操業0U始

2： 10月13日終漁

標本船の1日あたりの操業回数は、2～10回、平均5.6回である。こ”刈咋年の5.1回、例年の4.8

回をいずれも上回っている。

2．漁換物組成、漁痩m，CPUE

漁痩物は、ほぼ例年同雛カタクチイワシ、マイワシ、コノシロ、サパ、アジ、ボラ、スズキ緬、ブ

リ（ツバス）、ヒイラギ、その他である。これら漁穫物のうちマイワシが80．8％を占め、カタクチ

イワシ16.5%、コノシロ1.8%、その他0.9%の組成である。マイワシ、カタクチイワシ及びその

他の魚唖に区分した旬別の漁蝋物組成を図1に示す。これによると5，6，7月は、ほとんどマイワ

シのみが漁換されており、カタクチイワシやその他の魚砿の漁猶がみられるのは8月以降である。

溌鯉丑は5月846トン、6月2，733トン、7月2,596トン、8月1,075トン、9月1,589トン、

10月494トンの計9,333トンで、昨i¥n2,953トン）の約3.2倍、例年（昭和45～55年の平均

3，745トン）の約2.5倍となり、蝋漁と嵩えよう。これは、昨年ならびに例年と比鮫して、マイワシ

の大阪湾への来遊が早く、かつ、の多かったことに加えて、カタクチイワシの内海又季発生群（大阪

湾で発生したと藷えられる。）の』itの多いことに由来しよう。イリ別、魚甑別漁批吐を図2に示す。
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CPUE(1投網あたりの漁IffiM)は、全出漁IW間｢I'の平均が19.5トンであり、岐大Mは6ノl上

旬の27．2トンで、この時期はマイワシのみが漁盤され、jA小mはl0ﾉl上ｲﾘの8.4トンで、この時期

はカタクチイワシ、マイワシ、コノシロ等が混獲されている。表2に、棟本船の昭FⅡ45年から56年

におけるカタクチイワシ、マイソシ及び全魚陳合計のCPUEの年別比較をボす。これによると、カ

タクチイワシのCPUEは、48年に13.6トンの雌高価を示してから、55年までほぼ下降倣向を示

したが、56年にはやや持ら！『〔している。マイワシは47年から漁盤され始め、53年にCPUEの雌

高値18.8I､ンを示し、56年の15.8トンはこれに次ぐ2番目の値であって、カタクチイワシに対し

マイワシ資源が依然として優勢にあることがわかる。なお、隙本船によるマイワシの漁独爪は、53

年が69日出漁し、5，665トン、56年が85日で7,549トンである。ちなみに48年におけるカタク

チイワシの漁穫mは62日で3.350トン、56年は1,543トンである。

表2標本船のCPUEの年別比較
単位トン

注CPUE:l投網当り漁嬢量（出漁期間平均）

3．漁獲物の仕向け状況

主要漁獲初の仕向け状況を我3に示す｡これによると、カタクチイワシの大部分は餌科であり、餌

料以外の仕向けとしては、9月に大羽の4％、小羽の10％が魚干加工川として出荷されている。

マイワシのうち大羽は、漁鞭凱が560k9と少ないこともあって、100%が餌料として出荷され、

M羽は99%が餌料に、洩りわずか1%が鮮魚として出荷されている。

コノシロは飢料として81％、鮮魚として19％の仕向け状況であり、その他のアジ、サバ、ボラ、

スズキ秤の魚剛は、100％が鮮魚として出荷されている。
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表3いわし巾拓i網棟本船の仕向状況(I旧1156年）
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表4いわし巾着網標本船の漁捜物組成（昭和56年
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4）イワシ類生物調査

辻 野 耕 賀

本調査は、200カイリ水域内漁業資源総合調盃の一環として昨年度に引き続き実施した。

調査方法

「200カイリ水域内漁業資源総合‘淵査」と同様である。

調査結果

カタクチイワシ

1.卵、仔魚

年別のカタクチイワシ卵の採染数を図1に示した｡昭和49年に､⑯ネット1曳網当り3.7粒と

非浦に少なくなった卵は、翌年より再び増加傾向となり、52年には雌高値（1曳網当り70．3粒）

を示した。しかし、その後再び減少傾向が顕蒋となり、54年には49年の水準にまで減少し、翌55

年には1曳網当り0．7粒と肢低仙を示した。本年はl曳網当り6．8粒と、54．55年に比べて大

幅に増加しているものの、依然として低水準にある。そのため、これらの成長群を対象に操業する機

船船曳網漁は、54，55年を上向ったものの、全体として不振であった。

月別、定点別のカタクチイワシ卵、仔魚の採集結果を付設11に、またそれらを月別にまとめ図2

80
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）

０
０
０

６
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２

１
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当
り
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塊
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敦
（
粒
）

一○一一カタクチイワシ卵
---...…〃願

ぐﾐﾐ官●。

8910111212

月

555t 4567535505152

年（昭和）

47‘1849

図2月別のカタクチイワシ卵

仔魚の採集数
図1年別のカタクチイワシ卵の採集勢
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に示した。卵は5～11月に出現し、5，6，8月の3カ月に多く、1曳網当り10.0粒以上が採

築された。特に6月には、同46．6粒と突出して多く、この月だけで全採集数の57．5％を占める。

10,11月には少なく、12～4月には全く採集されなかった。55年は出現卵数も少なかったが、6

月、9．10月にほぼ同じ位のピークを有する双峰型で、出現状況に変化がうかがえる。5,6月に採集

された卵は､前年の夏およひ秋季発生群により産卵されたものと推察され55年を大きく上回ったが、

その成長群を対象として操業されるシラス漁は55年と同じ位であった。また、前年の秋季発生群に

より産卵されたと推察される8,9月採集卵も､55年を大きく上回ったが､その成長群を対象に操業され

る秋シラス漁は55年をやや上回った程度にとどまった。

仔魚は5～10月に出現し、卵同様6月に姫も多く採集された。

月別のカタクチイワシ卵、仔魚の分布をそれぞれ図3，4に示した。卵は5，6月には湾中央部に

7～10月までは湾奥部～大阪府沿岸域に多い。最も出現量の多かったのは6月の泉大津市～岸和田

市沖で1曳網当り344粒であった。仔魚は5，8月に卵と同様の分布を示すが、その他では、かなり

異なった分布を示す。特に出現駁の最も多い6月では、主分布域は湾西部海域で、淡路島志筑～洲本

沖に濃密分布域がみられ、卵の分布とはかなり異なっている

au顕。

図3月別のカタクチイワシ卵の分布

l曳網当り採巣卵数（粒

一
一

路
１

画
Ⅷ

屋謹100～249溌麗50～99

匿副’～9

一 “ －



QB邑宙1勇国、『”弓‐

簡漉hmcmU池

§I3Pe

図3つづき

－67－



塾』唾④

Sumo

gum｡

sh8M..＝，

ヘ
YurB

一

鯉鰯20～

NOBhlnいmOya Nlnhln⑪mIy凸

図4月別のカタクチイワシ仔魚の分布

1曳網当りの採無仔魚数（尼）

畷鯛10～19ⅢⅡi5～9 厩詞’～

－68－



2，漁換物の体腔組成

巾粁網､定n網､地びき網による漁蝿物の

体艮組成を図5および付表12に示した。図

より本年は2つの発生群を漁世しているの

がわかる。すなわち、8月中iﾘに体擬約7

c沈で、9月終わりに9～10c洞に成艮する、

春季発生と思われる群、8月中旬に体長3

～4c泥で、10月終わりに7～Scotに成長

する、夏季発生と思われる群である。

大阪府におけるカタクチイワシは、大部

分が巾肴網により、主に9～10月に漁盤さ

れ、体長組成より夏季発生群と推定される‘

一三冗撚

0 5 10

(en体 f

図5カタクチイワシの体及組成
3．精密測定

口春木(immm)囲裂胤蝋調査ごとの平均体長、性別個体数、熟度

指数(GI=100.GW/(BW-GW))､

肥満度指数(F=100-BW/BL*)を表1に示した。

6，7月の前年夏季発生と推察される群は熟度も高く、既述のとおり、卵の出現量が肢も多かった

6月に産卵している可能性がうかがえる。しかし、8月以降の当年夏季発生と推察される群は熟度も

低く、年内の産卵はないものと思われる。また、9月30日に漁痩された当年存季発生と思われる群

は全体としては熟度は低いが、一部の個体で熟庇指数6．15と商く、産卵の可能性が示唆される。

麦1カタクチイワシffl密測定結果

*1100．G,､ソ(BW－GW）楽2100.BW／BL3

－69－
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マイワシ

1．卵、仔魚

ﾏｲﾜｼと確実にIn]定の出来る旺体形成期以降､発生後期にある卵は､凶6のように5月't'lljに③

ネットの動(曳により友ケ島北沖で1粒､5月下旬に⑬ﾈｯﾄの水平曳により神戸港沖~湾中央部

にかけて13粒採築された｡仔魚は⑯ネットにより5月下旬に湾奥部および大阪府Ifl部沖で計i3hi

が採典された。

卵、仔魚の出現状況より54，55年に次いで本年も湾内においてマイワシの産卵があったものと思

われるが、生殖腺のよく発達した産卵直前（可能）な魚体、また産卵途中、産卵ifi後の魚体は、精密

調盃では確泌出来なかった。

＝Y…

…Yo山

牝、

く4･垂

一

噸
】己

】＝

④ネット・仔魚
肘ism“晒涌C_

ざ哩垂⑪

､＝

1期6マイワシ卵、仔魚の出現海域

－70－



2．漁換物の体長組成

巾蒲網および定股綱における漁穫物の体織11成を図7および付表13に示し起匡胸､ら3つの発生時期の異

なった群を漁狸しているのがわかる。すなわち5月中旬に体長9～10c認で、7月『I'句には13～14

”に成長する群（当才の早期発生群と思われる）、7月‘'1句に体長9～10c沈で、9月中旬には12~

13c"に成長する群（当才の中期発生群と思われろ）、10月上旬より体長11～12cmで漁痩される

群（当才の晩期発生鮮と思われる）である。

大阪湾におけるマイワシの大部分を漁盤する巾若綱では、5月下旬より8月上旬まで主に早'Ⅲ発生

群が漁幽された。8月中旬には主群が中期発生群に変わったが、その後漁は続かなかった。定職網で

は、5，6月に早期、7～9月に中期、10月に晩期発生鮮と3つの異なった群が漁狸されている。
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3.f/i密測定

捌狂ごとの平均体促､性別個体数､熟陛指数(GI=100GW/(BW-GW))､肥澗便指数(F

=100'BW/BL*)を表2に示した｡

本年は既述のとおり漁獲物はすべて当才魚であったため、10月上旬まで生殖腺の発述はみられな

かった。特に7月上旬までは全くの米発進で雌雄の区別すら出来なかった。

表2マイワシIff密測定結果

＊1100．GW／(BW－GW）楽2100.BIM／B1
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大阪府漁業の漁獲動向について

林凱夫

大阪湾の漁場環境は、高度経済成長期の産業の発展や、都市化の進展に伴い、資源の再生産海域であ

る沿岸漁場の埋立てや水質汚濁等による漁場環境の悪化罪を招いた。しかし、その後、環境の保全、回

復が社会的にも大きな探題となり、工場排水の規制、下水道等都ifl施設の盤備辱も進められ、近年漁場

環境は好転する兆しがみられる。
×10池、

S鋤

毎

．"･ﾛ｡..．

夢幻p〆一入Mi
大阪府

釦年

また、経済の低成長期時代に入

り他産業への就業機会の減少に伴

う新規労働力の加入等の蛎情もあ

り、漁業経営体数、漁業従事者数

などは近年横ばいの傾向を示し、

漁業生産は順調に推移していろ。

大阪府海iffi漁業の総漁鯉倣は、図

1に示すように統計の整術された

昭和28年以降、各年次別には多

少の増減を繰り返しながらも全体少uﾉj殖11域唇拝リ必し'＆刀湧8つbヨ三Wb 図1大阪湾及び大嗣荷の漁穫量の椎移

としては大きくm加傾向を不して

いる。すなわち30年前後の漁盤litは20,000トン、40年前後は約30,000トン、50年前後は40,000

トンの水準である。なおその後、昭和54年は25,000トン、55年は30.000トンと減少しているが、

56年には77．000トンと大幅にm;jiiしていると背えよう。

一方、大阪府及び兵BU県の漁業者による漁独、の総計である大阪湾の漁痩量をみると、これもほぼ大

阪府同磯珊加の繊向を示している。

以下にこの漁痩増の内容を端的に把握するため、昭和30年代m半、40年代m半、50年代前半の10

年ごとの漁業状況について比較し検討したので報告する。

資料及び方法

1.資科

1）大阪農林水産統計年報昭和28～56i¥

2）瀬戸内海漁業灘別統計昭和33～55句

3）漁船統計我第8～32+］水産庁

近畿農政ﾙｵ大阪統計怖慨蛎務所

中国四皿農政胴)統計傭報部
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2．漁業状況の比較

漁獲状況ならびに生産雅雛について、昭和30～34年、40～44年及び50～54年の10年I川隔ご

との各5年IHI平均で比較を行った。

結果

1．漁獲動向

1)価格別漁獲動向

昭和30～34年時を紙邸として、その平均漁礎献17,600トンを100%とすると、40～“年

表1類型別漁盤量と鋤Ill]

動向は、30～34年の平均漁痩蹴の計17,600tを100%とした時の比で表す

注：ひき網は30～34年は地びき綱、40～44<F及び50～劉年は主に機船船びき網で操業している。

表4，付我－16参照
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時は平均漁幽it25,471tで145%、50～54年時はf-均漁りS'it38.840tで221%、すなわち

45％及び121％期となる。この漁り仏物の内容を従来からの仙習ならびに現獅の価絡を考噸して、

表1と図2で示すように、多盤魚（低価絡魚）、中級魚(<!>価絡魚）、商級魚（商価格魚）に区分

すると、30～3‘1年時の内訳は多礎魚72％、中級魚22％、問級魚6％の計100％である。それ

が40～“年時では多穫魚116%、中級魚26%、高級蝋3%の計145%、50～54年時はさら

に多痩魚180％、『11級魚36％、商級魚5％の計221％となっており、飛鍛的な漁狸期が多猶魚

によるものであることがわかる。また中級魚の期加も耕しいが、1断級魚はわずかに城少している。

なお、魚剛別の魚顛区分については、表2に示してある。

影
200
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100
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叩
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図2価幡別漁穫動向
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災2魚HI分顛と漁業別漁獲割合及び動向
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